
千葉大学を中心とした本プログラムは、国内有数の症例数と優秀な指導医を有し、各
分野のエキスパートから直接指導を受けることが可能です。 AI診断支援システムや
1.5T-MRリニアックなどの最先端技術を駆使した高度な放射線医療が行われています。

一緒に画像診断・放射線治療の道を歩んでみませんか？

◼ プログラムの“ポイント”

←千葉大学コミニケーションマーク以
外は使用不可）

受入れ人数:１0名
選考方法: 書類選考、面接

千葉大学医学部附属病院 専門研修

放射線科専門研修プログラム

宇野 隆

千葉大学病院 総合医療教育研修センターHP

https://www.ho.chiba-u.ac.jp/chibauniv-resident/

千葉大学病院 放射線科ホームページ

https://www.m.chiba-u.jp/dept/radiology/

◼プログラム責任者

◼ プログラムの”内容”

現代医学を支える熱意ある放射線科医を育てます！

診断部・治療部ともに、豊富な症例があり、多様な画像診断、放

射線治療を経験することができます。レポートや治療計画の添削、

カンファレンスを通じて、マンツーマンで丁寧にフィードバックします。

また上級医とともに学会発表、論文作成を行い、最前線に立つ医

師としての一歩を踏み出すことが可能です。医師働き方改革に対

応した効率的な研修体制と、多様な人材が活躍できるダイバー

シティ推進により、次世代の放射線医学をリードする人材を育成し

ます。

専門研修は2段階で構成されています。1段階目の3年間は放射線科専攻医として、画像診断・核医学・

放射線治療・IVRの全分野を幅広く研修し、放射線科専門医試験の受験資格を取得します。その後2年

間の専門研修では画像診断か放射線治療かを選択し、放射線診断専門医または放射線治療専門医

を目指します。

初年度は千葉大学で診断・治療を幅広く学び基礎を固め、2年目より連携施設で研修を行います。最初

は広く研鑽の積める施設を基本とし、その後は希望する分野に合わせて、より専門性の高い連携施設での

研修も選択します。本人の希望する専門性や家庭状況等による働き方にあわせて対応していきますので、

ぜひご相談ください。

TEL：043-226-2100（教室直通）

E-mail：chibarad.photo@gmail.com

2026年度〜

診断部・治療部合わせて30名を超える活気ある医局です。
風通しがよく、指導医ともコミュニケーションがとりやすい環境です。

◼研修プログラムに関するお問合せ先

https://www.m.chiba-u.jp/dept/radiology/
https://www.m.chiba-u.jp/dept/radiology/
https://www.m.chiba-u.jp/dept/radiology/


千葉大学では、下記のようなコースを用意しています。千葉県を中心に様々な地域に連携
施設があり、地域の中核病院・がんセンター・小児専門病院などで研修を行うことができ、
common diseaseから専門的な疾患まで経験することができます。学会にも積極的に
参加していますので、研鑽を積む機会も多くあります。

診断・治療専門医取得後は、興味がある分野についてサブスペシャルティをもち、さらに専

門性を高めることができます。各科のカンファレンスなどに参加し、診療科の先生とともに患者

さんの治療方針決定に携わっていきます。

千葉大学大学院医学研究院は、医員として大学病院で働きながら、あるいは連携病院に

勤務したまま大学院生となる事が可能です。専門研修中に学位を取得する先生も多くい

ます。

出産、育児などのライフイベントには、医局員がお互い協力して臨んでいます。現在でも育

児中の医局員がたくさん活躍しています。千葉大学病院では院内の保育園・学童保育が

利用可能です。

◼ コースの特徴・詳細

◼キャリアプラン

1 2 3

大学病院

放射線科専門研修プログラム

大学病院 連携施設

大学病院 連携施設 大学病院

大学病院 連携施設 連携施設

大学病院 連携施設 大学病院

＋大学院

コース a1.

コース a2.

コース  b.

コース  c.


